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令和４年６月橋本市議会定例会会議録（第３号）その８ 

令和４年６月21日（火） 

                                          

（午後３時35分 再開） 

○議長（小林 弘君）休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

 日程に従い、一般質問を行います。 

 順番12、１番 岡本君。 

〔１番（岡本安弘君）登壇〕 

○１番（岡本安弘君）皆さま、こんにちは。

令和クラブ、岡本安弘でございます。どうか

よろしくお願いいたします。 

 まずは今回の質問に際しご指導いただきま

した、橋間診療所院長、橋間先生、そして理

学療法士、谷口トレーナーには大変お世話に

なり、ありがとうございました。心より感謝

申し上げます。今、ユーチューブを見ていた

だいておると思いますので、しっかりと質問

をしていきたいと思います。よろしくお願い

いたします。 

 それでは、議長のお許しを頂きましたので、

通告に従いまして、一般質問を始めさせてい

ただきます。 

 まず、浮き指とは何か。足指が地面に接し

ていない状態や体の重心の位置がかかと側に

移ってしまっている状態のことを言います。

人間の足指は左右10本あり、ふだん足の指ま

で使って踏ん張ることで転ばずに歩いたり、

バランスのよい姿勢を保ったりしています。

浮き指になると、足の指に力を入れて地面を

踏ん張れなくなります。浮き指のまま生活す

るということは、姿勢をはじめとして、全身

のバランスが崩れることにつながりやすくな

ります。また、浮き指の症状は非常に多種多

様で、特定の１本の指だけが目に見えて持ち

上がっている場合や、全ての指が床に触れて

いるように見える、逆に全ての指が浮いてい

る場合など、様々な症状が存在します。どれ

もが姿勢の悪化に関係するものです。 

 まず浮き指の場合、足が地面に接する面積

が小さくなり足の指で踏ん張れないため、体

を上手に支えることが難しくなり、バランス

感覚に異常を来します。そして、そのうまく

支えられなかった姿勢を安定させるため、体

に不必要な力をかけ続けることとなり、慢性

的な肩凝りや腰痛が引き起こされることがあ

ります。指に力を入れられない状態では、か

かとに重心が寄り、自然と前のめりの姿勢を

取りがちになり、猫背の原因ともなります。

また、そのような姿勢で毎日を過ごすことに

なれば、体の疲労も抜けにくくなります。 

 そこでお伺いいたします。浮き指について

の当局の認識や見解についてお答えください。 

 以上、壇上からの質問を終わらせていただ

きます。 

○議長（小林 弘君）１番 岡本君の質問、

浮き指の改善で健康な体をに対する答弁を求

めます。 

 健康福祉部長。 

〔健康福祉部長（久保雅裕君）登壇〕 

○健康福祉部長（久保雅裕君）浮き指の改善

で健康な体をについてお答えします。 

 本市の浮き指に対する認識や見解について

ですが、浮き指とは両足の10本の指が１本以

上地面から浮いている状態のことで、足の指

が地面についていないことが原因で、体幹の

安定性が低下すると言われています。 

 浮き指になる原因ははっきりと解明されて

いませんが、昔のようにはだしで歩く機会が

減ったことで足指の筋力が低下しやすくなっ

ていることも要因の一つと考えられています。 

 浮き指の状態が続くと、体重をうまく支え

ることができず、体幹の筋力をバランスよく
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使えなくなり関節に負担がかかりやすくなる

ことで、腰や膝などの痛みにつながると言わ

れています。しかし、加齢により現れる身体

の症状は、例えば膝関節の痛みといってもあ

らゆる要因によることから、まずは医師によ

る診断と治療が基本であると考えます。 

 また、本市では介護予防を目的としてげん

きらり～教室を開催しており、高齢者の体力

や歩行動作に必要な筋力を高める運動プログ

ラムである、わかやまシニアエクササイズを

取り入れています。また座って運動する、い

きいき百歳体操教室も実施しており、各教室

を卒業された方が地域で自主的に教室を運営

しトレーニングを継続することで、介護予防

に取り組んでいただいているところです。 

 わかやまシニアエクササイズのプログラム

に、足の指を握ったり開いたりする運動や、

足の指の筋肉と関節のマッサージが組み入れ

られており、これらが身体バランスを整え、

介護予防につながるものと考えています。 

 今後も、わかやまシニアエクササイズを継

続することで、浮き指の改善にもつなげてい

きたいと考えています。 

○議長（小林 弘君）１番 岡本君、再質問

ありますか。 

 １番 岡本君。 

○１番（岡本安弘君）ご答弁ありがとうござ

います。 

 まず今、浮き指についても当局の意見を聞

かせていただいたわけなんですけれども、こ

の浮き指というのは、日本人の約80％の人が

浮き指であるというふうに言われております。

この議場におられる10人に８人の人が浮き指

状態であるというふうに言われておるわけで

あります。 

 それでは、画像をお願いいたします。これ

は僕の足形を測定したもので、姿勢のゆがみ

を１分で診断できるＡＩ骨格分析システム、

ポーズンというものでございますけれども、

これを見ていただくと、右足はしっかりと指

まで５本ついてございます。左を見てみます

と、かかとから親指の付け根辺りに力がかか

っているのが分かると思います。ちょうど右

の上に写真がありますように、まないた台の

板の上に乗った状態でｉＰａｄで写真を撮る

わけなんですけど、これを撮ることによって

ＡＩが解析をして、足の指にどれぐらい力が

かかっているのかというふうに解析するもの

でございます。 

 それで２枚目なんですけど、これはｉＰａ

ｄで写真を撮った左側面からなんですけど、

これを見ても分かりますように、ピンクの縦

のラインというのが、これが僕の体の中心線

になります。右の横に矢印が出ているわけな

んですけど、これは首が前傾している状態。

首が前に前傾しているがためにバランスを取

るために、左腕のところに矢印がついている

と思うんですけど、これは腰が前へ出ている

状態なんです。これで体のバランスを取って

いるということになります。前から見ると、

黄色い縦の線が中心なんですけど、若干やっ

ぱり左に傾いて左肩が下がっています。それ

で実際のところですけども、これで若干見て

いただいたら分かるように、中心よりずれて

いるのが分かると思います。左の肩に矢印が

出ておるのも分かります。これが今、乗って

いるのがポーズンという板の上です。画像あ

りがとうございます。 

 しっかりと５本の指で立つことによって姿

勢を保持するわけなんですけれども、皆さん、

ちょっと浅く座っていただいて、足の親指に

ぐっと力を入れてもらうと、内ももに力が入

るのが分かると思います。親指と人差し指は

前に倒れない作用があります。 

 次に、小指側に力をぐっと入れていただく

と、お尻の筋肉、へこみのあたりに力がかか
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るのが分かると思います。これは後ろに倒れ

ない作用をするものでございます。そして中

指は二つの役目を併せ持つ万能な指でありま

して、この５本の指がしっかりと地面に接す

ることによって、前に倒れない、後ろに倒れ

ないというバランスをしっかり取る。これが

作用ができていないと、先ほどの写真のよう

に前傾したり、右に傾いたりということが起

こるわけでございます。 

 足の指と体幹の機能の関係については、以

前より理学療法士の先生方の中では、約2000

年頃から論じられておりまして、しっかりと

エビデンス、根拠裏づけにもたくさん出てい

るものでございます。 

 そして、足の指と体幹の機能を少し話しま

すと、この地球上に生きている動物、約９割

以上の動物というのは、足の指で歩いている

ものでございます。 

 また画像を一つお願いいたします。これは

犬や猫、チーターやライオンなどはかかとを

つけずに歩いております。指をついて歩いて

いるんですけど、今、かかとはここ、手首は

ここという形になっておるんですけど、四足

歩行でしっかりと地面に指をつけることによ

って、足の指から体幹に力を入れているとい

うことでございます。動物の世界ですとしっ

かりと体幹を使っていないと、食事も取れな

いし、狩りもできないということで、自然に

淘汰されていくわけなんですけど、人の場合

はそういう自然淘汰はないものですから、何

十年と生活することによって、やはりあちこ

ちに痛みが出てくるというものでございます。 

 そんな中でまた、皆さんに一つしていただ

きたいことが、机の上に両手で手をついてい

ただいて、１度ぐっと押してください。指先

で押してください。指先で押すと、胸と背中、

広背筋に力が入るというのが分かると思いま

す。それプラス腹筋にも力が入ると思うんで

すけれども、これがしっかりとこう指で押さ

えて体幹を鍛えているという状態になります。

自然は、人間は２本足で歩きますので、しっ

かりと地面を捉えることによって腹筋、背筋

も使って体幹をしっかりと保っているという

状態。これが人が足の指に力を入れることに

よって体幹が安定するということでございま

す。そういったところから、しっかりと皆さ

んにも理解していただけたんじゃないかなと

いうふうに思います。ありがとうございます。 

 このように足の指と体幹というのは切って

も切れない関係にあり、とても重要であると

いうことも皆さんご理解していただいたと思

います。 

 そこで、この浮き指改善のエクササイズと

いうものがございまして、ノントリエクササ

イズというものでございます。このノントリ

というものは、浮き指は体幹に力が入らずに、

首、肩、背中の筋肉が過度に緊張した状態を

言います。この間違った姿勢をトリックモー

ションといいまして、このトリックモーショ

ンを何十万回も繰り返すことで、私たちの背

骨と関節というものは変形していくというも

のです。 

 そして、私たちの生活の中には、このトリ

ックモーションというのはたくさん隠れてお

りまして、立っているとき、また座っている

とき、掃除機をかけるときや洗濯物を干すと

きなど、いろいろなところにトリックモーシ

ョンがあるわけでして、それを繰り返すこと

によって早く背骨であったりとか関節が変形

していくというものでございます。足と指を

しっかりと設置して体幹を安定させて、首、

肩、背中をリラックスさせた姿勢というのが

ノントリックモーションというもので、これ

をノントリ姿勢といいます。それを運動化し

たものがノントリエクササイズというもので

ございます。このノントリエクササイズとい
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うのを今回ご紹介させていただくわけなんで

すけど、これを考案されたというのが壇上で

もお話しさせていただきましたように、橋間

診療所の橋間先生が考案されたわけでござい

ます。 

 簡単にこの先生のご紹介をさせていただき

ますと、約30年前に整形外科医になることを

志して、多くの患者さんを診ておられて、手

術をされたりとか、そういうことをしておら

れたわけなんですけど、どうしても患者さん

のほうから、背骨とか関節の変形が止めるこ

とができないのかというふうなこともたくさ

ん耳にする中で、自分にしかできないやりが

いのある仕事をしたいということから、運動

療法を中心とした整形外科、内科のクリニッ

クを開業されております。そして2006年に大

阪の岸和田市でスタートされまして、運動療

法を続ける方、そして続けようとして続けら

れなかった方たちの背骨とか関節を約16年間、

レントゲンで分析をした結果、体の変形には

やはり一定の法則があることに気づきました。

それがこの浮き指というものでございます。

これはしっかりと安定しないと、やはり背骨、

関節の変形を引き起こすということに至った

わけでございます。 

 この先生というのも、日本整形外科の学会

の認定医であったりとか、同じくスポーツ医、

また産業医、学校医ということをいろいろさ

れておりまして、実際自分も診療しながら、

ノントリエクササイズということを今広めよ

うとされてご尽力いただいているところなん

ですけれども、一つここでまたご紹介させて

いただきたいのが、このノントリエクササイ

ズの紹介動画になるんですけど、音声が使え

ませんので、また文字なんかを読んでいただ

いて、口頭で説明させていただきたいと思い

ます。お願いします。 

 これはずっと歩くための足指体操というこ

とで、ノントリエクササイズの紹介の動画に

なってございます。高齢になってでもしっか

りと足の痛みを改善して自分の足で歩いて、

健康寿命を延ばしていこうということで、こ

ういった運動を今広げられておるところでご

ざいます。高齢者になってもおしゃれをした

りとか、元気で過ごしたいということであり

ますので、何よりやっぱり自分らしく生きて

いくということを目的として、このノントリ

エクササイズはつくられてございます。 

 これは椅子に座って行うエクササイズなん

ですけれども、スポーツドクターが考案して

今、岸和田で広められて、徐々に幅広く紹介

されているものでございます。高齢者ですと

しっかりと姿勢を取ることによって、痛みが

軽減されるというふうな今、報告も受けてい

るところでございます。今、受けている人は

ズームを使って配信されているところでござ

います。直接ジムに行かなくても、自宅から

スマートフォンを使って配信をして運動をす

るということが可能であります。女性の方、

男性の方ですね。体がすごく楽になったとい

うような本人の声も聞かれるわけなんですけ

れども。 

 そして、これが２階、３階にエクササイズ

ルームをつくって、直接行って受けることも

できますし、自宅でトレーナーとズームでや

り取りをしながら、録画も配信していただい

たりとか、そういう形で会員の方々はそうい

うトレーニングを実際されていらっしゃる。

この方がちょうど橋間ドクターになります。

浮き指を改善して元気な体を取り戻しましょ

うというコンセプトの下で、トレーナーが随

時、毎日、いろんな形で飽きのこないような

形でエクササイズをしていただいております。

ありがとうございます。 

 ノントリエクササイズ、先ほども説明させ

てもらったように、橋間院長がご自身の経験
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の中から考案されて、理学療法士の先生や看

護師がトレーナーとなってオンライン配信を

しているわけなんですけれども、トレーニン

グについてはズームを使って１日のうち何本

かを録画配信、一つはタイムリーにライブ配

信によるエクササイズを行って、飽きのこな

いように日々更新されているわけなんですけ

れども、このノントリエクササイズによって

しっかりとノントリ姿勢というのを身につけ

ることで、痛みの軽減や介護予防、健康寿命

の延伸、それと医療費の削減などが期待され

るわけなんですけれども、今年度中は無償で

も利用できるということでありますので、ま

た希望があればＡＩ骨格分析システムのポー

ズンも持ってきていただいて、測定もしてい

ただけるということでありますので、ぜひと

もこのノントリエクササイズを本市でも取り

入れていっていただきたいと思うんですけれ

ども、その辺のお考えについてお伺いいたし

ます。 

○議長（小林 弘君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（久保雅裕君）ノントリエク

ササイズのご質問についてですが、痛みのな

い体で一生を歩くことを目的としたノントリ

エクササイズは、浮き指に発生する症状を改

善するメソッドの一つであると考えています。

しかしながら、変形してしまった骨や軟骨を

エクササイズは元の形に再生しないとされて

おります。エクササイズを通じて痛みの軽減

につながる可能性はありますが、痛みの軽減

については、基本は医療によるものと私ども

は考えています。 

 現在、和歌山県と和歌山大学が開発した、

わかやまシニアエクササイズを継続的に地域

でも取り組んでいることもあり、浮き指にな

っていない人もいる中で全体の運動の流れの

バランスが変わるということで、現場の混乱

や参加者の、そのエクササイズを通して体力

的な負担の課題もあります。 

 市としては直ちに導入することは難しい状

況ですので、ご理解いただきますようお願い

します。 

○議長（小林 弘君）１番 岡本君。 

○１番（岡本安弘君）大変残念なご答弁なん

ですけれども、先日、18番議員のご質問にも

ありましたように、我々はそれぞれの思いを

持って質問をさせていただいているわけなん

ですよね。市民の皆さんに、これはいいよと

いうことで、いろいろ勉強をさせていただい

てご提案もさせていただいています。そんな

中でもいいことを言っていただいておりまし

たよね。落ちたナイフを握りなさいという、

勇気を持ってということですよね。 

 先ほどから健康福祉部長も一定ご答弁いた

だいているんですけど、もちろんこのエクサ

サイズで軟骨の変形であったりというのを治

療するという目的ではないんですよ。先ほど

からも説明させていただいたように、橋間診

療所のドクターが今までそういった変形を見

てきた中で、痛みを緩和するということでこ

のエクササイズを考えられたわけで、橋間ド

クター自身でも手術をしたりとか、そういう

こともしているので、もちろんドクターはそ

ういう治療はします。それ以外にもしっかり

とノントリ姿勢を取ることで、痛みを軽減し

ていきましょうということで考えられたわけ

なんですよね。 

 特に残念やなと思うのが、今ご答弁いただ

いた中で、これを取り入れることによって現

場の混乱や参加者の体力負担の軽減、課題と

いうことをおっしゃっておられましたけど、

今、座ってやられるノントリエクササイズを

することによって、なぜ現場の混乱が起こる

のかなというふうに思うんですよ。今、橋本

市にいらっしゃる高齢者の方が新しいことを

取り入れると、なぜ混乱が起こりますか。ま
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して今、げんきらり～教室なんか、結構激し

い運動をされていますよ。座ってインナーマ

ッスルを鍛える、ゆっくりとしたトレーナー

と対面で話をしながらするエクササイズをし

て、なぜ体力的な負担の課題が起こるんです

か。健康福祉部長、そういうお答えでよろし

いんですか。橋本市の高齢者の人は、そした

ら何か新しいことをすると、それに対応でき

ないということですか。そういう高齢者が多

いということですか、橋本市は。 

 費用対効果って考えたときにでも、今は無

償でできますよ。情報を発信するということ

は大事なんじゃないですか。我々もしっかり

と勉強をして提案させていただいているんで

す。市民の健康のために、子どもたちの健康

のために、提案させていただいています。そ

れをこういった理由でやらないというのは、

そういうご答弁でいいんですか。お答えくだ

さい。 

○議長（小林 弘君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（久保雅裕君）現在、各げん

きらり～教室におきましても指導員を派遣し

ています。そんな中で指導員のカリキュラム

の中にも、浮き指に関するメニューが入って

おります。そういったところで、トレーナー

とのやり取りの中で十分指に関する指導とい

いますか、エクササイズは取り入れています。

今回、議員ご提案の部分については、既にう

ちのほうでも一定取り組んでいるというとこ

ろで考えております。 

○議長（小林 弘君）１番 岡本君。 

○１番（岡本安弘君）取り組んでいるという

ことなんですけど、スマホでもＰＣでもそう

なんですけど、アップデートって、部長、し

ますでしょう。日々いろいろやっぱり進化し

ているわけじゃないですか。今取り組んでい

ることが最新でないならば、新しいことが起

きれば、いいものはいいで取り入れるべきじ

ゃないんですか。今やっているからそれでい

いんですか。今、エビデンスの下で新しいエ

クササイズができたわけじゃないですか。そ

れをもうやっているから、情報発信もしない

ということはどういうことですか。それで市

民のサービスの向上というのが守れるんです

か。やるやらないは皆さんで決めていただい

たら、市民の皆さんが決めたらいいんじゃな

いですか。しっかりと情報を提供する。こう

いうものができました、新しいものができま

した、どうですかって。その中で体力的に無

理、混乱するから無理やという答えがあるん

であれば、それはそれでいいですけど、発信

する側が想定して、そういうことはしません。

そしたら今後、新しくいろんなエクササイズ

ができたときには、福祉部長、どうするんで

すか。今やっていることで十分なんですか。

市民には何も教えていかない。やっているか

ら十分。同じことやったら要らない。今言っ

たようにアップデートされていくわけでしょ

う、新しく新しく。何で新しいことに踏み込

んでいかないんですか。お答えください。 

○議長（小林 弘君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（久保雅裕君）議員おただし

の確かに新しい、近年、先生がいろいろ取り

組んでこられた実績を基に、議員のほうから

のご提案というところは認識しています。確

かにうちのほうもすぐにご提案された部分で

取り入れていきますという部分は、なかなか

地域の混乱といいますか、これ、いいですよ

という、確かに選択肢の余地というのはござ

います。今後うちのほうでも、すぐにとは言

いませんけれども、もう一度研究していきな

がらというところで考えています。ただ、継

続的にやっていただくのが一番重要ですので、

いろんなプログラム、確かにありますが、う

ちのほうでは今現在、わかやまシニアエクサ

サイズを中心に展開していると、またラジオ
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体操も展開していると、そんなところですの

で、調査研究の時間を頂きたいと思っており

ます。 

○議長（小林 弘君）１番 岡本君。 

○１番（岡本安弘君）ありがとうございます。

必ずしもすぐにというわけじゃなくて、しっ

かりと情報提供をね、新しくこういういいも

のができたんですよ、ドクターが考案された、

皆さんどうですかということで、広く市民の

皆さん、高齢者の人に教えていく、知らしめ

ていく、そういうのは必要でしょう。その上

でやっていくのかやっていかないのか。それ

は皆さんの自主運営組織で決めていただいた

らいいことであって、その辺はしっかりと調

査研究した中で、情報の提供というのはしっ

かりやっていただきますようお願いしておき

ます。 

 それでは、また質問をさせていただくわけ

なんですけど、教育長に一点お伺いしたいな

と思うんですけど、今ノントリエクササイズ、

ノントリ姿勢ということで、いろんな自治体

のほうから問合せは来てございます。聞くと

ころによると、河内長野市でやっておられる

というようなお話も聞くわけなんですけど、

いろんなところからもそういうご依頼とか、

これってどうなんやろうという問合せがある

中で、７月に開催されるＭＥＥＴ ＳＰＯＲ

ＴＳという兵庫県のスポーツイベントなんで

すけど、これ、議長にお許しいただいてない

ので今、画像には載せれないんですけど、こ

れは７月30、31日に、子どもたちのスポーツ

を通じて、心と体の健康を育み、子どもたち

のスポーツ離れと体力の低下を改善するとい

うことで、兵庫県が中心となって、また神戸

市とか芦屋市とか宝塚市の教育委員会も後援

をして、大々的にやるそういうスポーツの祭

典なんですけど、今お話しさせていただいた

橋間院長のほうが講演依頼を受けて、その場

でまたノントリエクササイズを行うというふ

うなことも聞いているわけなんですけど。 

 それと、また共創パートナーということで、

大阪万博にもノントリエクササイズをエント

リーしているということですし、医療費の削

減とか健康についてということで世界共通の

目標であることから、そういうことに参加さ

れるということでございます。各メディアか

らも注目されておりまして、産経新聞にも掲

載されましたし、ＦＮＮのプライムオンライ

ンとか報道ランナーなど、取材を受けたりと

か、取材依頼も興味を持って依頼されている

ところです。 

 高齢者にはどうしても痛みの軽減とかとい

うところで、対処療法的なところを含んだエ

クササイズになるのかなというふうに思うん

ですけど、未来を担う子どもたちには予防の

エクササイズということで、先ほどからもお

話しさせていただいたように、長年間違った

姿勢を取ることによって、やっぱり肩凝りだ

ったり腰痛、膝の痛みというのが出てくるん

であって、今の子どもたちというのは１歳、

１歳半で歩き出して、小学校６年生の子です

らしっかりと歩き出して10年ぐらいです。小

学校に入るぐらいのときにしっかりとエクサ

サイズをして、足指を使うという運動を体に

覚え込むことによって、将来の子どもたちの

腰の痛み、肩の痛み、膝の痛みというのがし

っかり軽減されるんじゃないのかなというふ

うなことでお話も頂いておるわけなんですけ

ど。 

 そんな中で、岸和田市と泉大津市、各２校

ずつなんですけど、今１年生に対して、先ほ

どお話ししましたＡＩの骨格分析システムの

ポーズンで足圧を測定して、この足指の体操

が導入されているわけなんですけれども、そ

の中でホームルームとか体育前の準備運動と

して、この学校では工夫をして取り入れてい
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るということでございまして、高齢者に対し

ては約30分程度なんですけど、子ども用には

またつくり変えて、約５分程度のそういう運

動を取り入れているそうです。先日は、その

橋間診療所の理学士のトレーナーが学校に出

向いて、子どもたちへの足指の体操などを指

導したということも聞いてございます。今後、

ＡＩ骨格分析システムで子どもたちの足形を

取って、また親御さんにも了解を取りながら

そういうデータを今後蓄積していくというこ

とでございますので、今後またそのデータを

個人情報にも留意しながら、厚生労働省とか

文部科学省のほうにも浮き指について働きか

けていくというふうなことも聞いてございま

すので、今後また国から何らかのアクション

が起きることも考えられるわけなんですけど、

今の子どもたちのノントリ姿勢というのが現

状大事であるというふうに認識するところな

んで、今後本市でもこの足指の子どもたちに

対する体操というのを取り入れていただきた

いなというふうに考えるわけなんですけど、

その辺、教育長のお考えをお聞かせいただけ

たらと思います。 

○議長（小林 弘君）教育長。 

○教育長（今田 実君）岡本議員のご質問に

お答えをさせていただきます。 

 子どもたちの姿勢など四肢に関する問題と

いうのは以前からも指摘されておりまして、

平成26年に学校保健安全法施行規則が一部改

正され、平成28年４月から毎年この頃、行わ

れている健康診断の中に、四肢の状態をチェ

ックするというような項目が加えられました。

その中ではどんなふうにされているかという

と、おうちで保護者の方が子どもの様子を見

てて、ちょっとここ気になるよ、具体的に言

うと、背骨の曲がり具合が気になるよとかそ

ういうことなんですけれども、気になること

があったり、学校で教員が子どもを見ている

中で気になるようなところがあったら、事前

にまとめをして、健康診断のときに校医の人

にそういう状況を伝えていろんなアドバイス

をもらい、もしも学校の勉強の中で、これは

ちょっと支障が出てくるよというようなこと

があったら、専門のお医者さんにつなげると

いうような、そんな取組をしてございます。 

 今回、ご提案いただいていることについて

は、まだ私たちも、一応いろんな面で調べた

りはしているんですけれども、専門的な知識

は持ってございません。ですから、校医の先

生、また医師会の方々のご意見を頂きながら、

今後どんな取組がいいのかということについ

ては検討していきたいと思っております。そ

の中で学校で勉強を進めていくためにやっぱ

りこれは必要やということになるならば、取

り組んでいく必要が出てくることも考えられ

ます。そういったことも含めて検討していき

たいと思っております。 

 以上です。 

○議長（小林 弘君）１番 岡本君。 

○１番（岡本安弘君）ありがとうございます。

健康診断でも今、足指の状態とかを見ていた

だいているということでありますので、先ほ

ども言いましたように、小学校で歩き出して

10年、11年というところというのはなかなか

体の変化というのは見抜きにくいところで、

その先で10年、20年経過することによって、

やはり体の痛みというんか、変化というのが

出てくると思うんです。子どもたちで肩が凝

ってしゃあないとか、腰が痛いとか、膝が痛

いんよというような子どもというのはほとん

どいてないと思うんですよ。やっぱりそれは

正しい姿勢を取ってないがゆえに先々で体に

変化が起きてくるというところですので、そ

の辺やっぱりその変化というのもしっかりと

見ていく必要があるのかなと思います。 

 今、岸和田市と泉大津市のほうで子どもた
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ちの足指を測定して、しっかりとエビデンス

の下で足指のトレーニングをして、その体の

変化というのも調べておりますので、その辺

また教育長を中心に、橋本市ではどうしてい

ったらいいのかというのもしっかり考えてい

ただいて、もしそういう形で医師会とも相談

しながら、また、橋間診療所のほうからもそ

ういうのも協力していただけるということで

ございますので、また医師会と連携しながら、

子どもたちの健康というのをしっかりと学校

側で、教育長を中心に守っていただきたいと

思いますので、今後ともどうかよろしくお願

いいたします。 

 それでは、私の一般質問を終わります。 

○議長（小林 弘君）１番 岡本君の一般質

問は終わりました。 

                     

○議長（小林 弘君）お諮りいたします。 

 本日の会議は、この程度にとどめ延会し、

６月22日午前９時30分から会議を開くことに

いたしたいと思います。これにご異議ありま

せんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小林 弘君）ご異議がありませんの

で、そのように決しました。 

 本日はこれにて延会いたします。ありがと

うございました。 

（午後４時14分 延会） 

 

                                           

 

 


